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偏極 Xe 原子は、NMR 計測において信号が非常に大きく、また他の核

種に偏極を移行して信号を増大できる。 偏極 Xe 原子の有効利用をめざ

し、核スピン偏極した原子分子を溶液中で長期保存する条件を模索した。

我々は、エタノール-h6 およびエタノール-d6 に溶かした偏極 Xe の NMR
計測を行い、溶液中の信号強度、化学シフト、核スピン緩和を測定した。 

図はエタノール溶液中の 129Xe 原子核スピンの緩和時間である。  2H
と 1H の緩和は、それぞれ電気四重極緩和、磁気双極子相互作用を反映し

ている。 また、エタノール-h6 中の 129Xe 原子のスピン緩和は 1H と 2H と

同様の温度依存性であり、129Xe-1H 磁気双極子相互作用が主な緩和要因

であることがわかる。  一方エタノール-d6 中の 129Xe 核スピン緩和は、

低温では 1H と 2H の磁気モーメントに応じた緩和レート比になっている

が、室温付近では緩和レートが大きくなっている。  粘性率ηが小さく

なり 2H による緩和が減

少したが、壁との衝突頻

度が上昇したため緩和

レートが大きくなった

と考えられる。  以上よ

り、核磁気モーメントが

小さく、粘性率の大きな

溶媒であれば、より長時

間の保存が可能である

ことが予想される。  今
後は、スピン-回転相互作

用や化学シフト異方性

の影響を調べるため、ス

ピン緩和の磁場依存性

を測定したい。 
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図：核スピン緩和レートの温度依存性。 エタノ

ール (100%)の 1H(□)と 2H(○ )、エタノール -h6
中の 129Xe(■)とエタノール-d6 中の 129Xe(●)で
ある。  実線はエタノール-h6 のη /T である。 


